
水都北口
オアシス

高屋稲荷
神社

栗屋公園

名水大手いこ井の泉

大垣の湧水

むすびの泉

（有料）

東
門

西
門

興文小学校
興文幼稚園
興文小学校
興文幼稚園

水都の泉

愛宕神社

手荷物預かり所

スイトトラベル

奥の細道
第2駐車場

奥の細道
第1駐車場

住吉神社

国名勝
「おくのほそ道の風景地 大垣船町川湊」

大垣
市役所

丸の内公園

奥の細道むすびの地 大垣

多目的交流
イベントハウス

「おくのほそ道の風景地
　　　　　 大垣船町川湊」

国名勝

俳人・松尾芭蕉は、元禄2年（1689）の
秋、約5か月の「おくのほそ道」の旅をこ
こ大垣で終えた。そのおり、芭蕉は「蛤
のふたみにわかれ行秋そ」と詠んで、水
門川の船町港から桑名へ舟で下った。

住吉燈台と船町港跡（船町）

俳人・松尾芭蕉の紀行文「おくのほそ道」
を追体験できる「芭蕉館」や大垣の先賢の
偉業を紹介する「先賢館」、大垣市などの
観光情報をはじめ、お土産品のお買い物
ができる「観光・交流館」の3館と市指定
文化財である「無何有荘大醒榭」から構成
されている。

大醒榭は、大垣藩の藩老小原鉄心が安政
３年（1856）に大垣城下の北、林村（現・大
垣市林町）に設けた別荘「無何有荘」の一
亭であり、藁の網代天井や紅殻塗装など随
所に中国風意匠を取り入れられており、南
側の衝立には、江戸時代には珍しい「ギヤ
マン」と呼ばれた色ガラスが
はめ込まれている。

美濃路大垣宿本陣跡（竹島町）
中山道と東海道を結ぶ美濃路
の大垣宿本陣跡。また明治天皇
は、明治11年（1878）に東海･
北陸御巡幸の帰途、美濃路大
垣宿の旧本陣の飯沼武右衛門
邸に泊まられた。

守屋多々志美術館（郭町2）
守屋多々志美術館は、日本画
の巨匠、歴史画の第一人者とし
て活躍された故守屋画伯の作
品を一堂に展示している。守屋
画伯は、大垣市船町出身で、大
垣市の栄誉市民であり、文化勲
章を受章された。

岐阜町道標→掘抜井戸発祥の地→大垣城東総門跡→小原鉄心
邸跡→大垣藩校敬教堂跡→八幡神社→圓通寺→四季の広場→
全昌寺→大垣城西総門跡→船町道標→住吉燈台→奥の細道
むすびの地記念館

大垣城（郭町2）
大垣城は、天文4年（1535）、宮川吉左衛
門尉安定が築城した（明応9年竹腰彦五
郎尚綱の築城とも伝えられる）といわれ、水
門川の流れを外堀に利用して築かれた。関
ケ原の戦いのおりには、西軍石田三成の
本拠地ともなった。寛永12年（1635）、戸
田左門氏鉄が入城し、その後、11代にわた
る善政が続いた。

全昌寺（船町2）
全昌寺は初代大垣藩主戸田氏
鉄の奥方、大誓院（徳川家康の
姪）が建立したものである。幕末の
大垣藩老小原鉄心や鉄心が師と
仰ぎ親交を重ねた住職鴻雪爪の
墓がある。また新撰組隊士市村辰
之助、鉄之助兄弟の墓もある。

郷土館（丸の内2）
戸田公入城350年の記念事業
として建設された施設で、歴代の
大垣藩主戸田公の顕彰と郷土
の先賢を偲ぶことができる。

無何有荘大醒榭（船町2）

奥の細道むすびの地記念館（船町2）

八幡神社（西外側町1）

戸田氏の菩堤寺として近江膳所
ケ崎で創建され、その後尼崎を経
て寛永12年(1635)、現在地に
建立された。

圓通寺（西外側町1）

掘抜井戸発祥の地（岐阜町）
天明2年（1782）岐阜町のこん
にゃく屋文七が、穴を掘り竹を打
ち込むと水が噴出したという井戸。

第８代藩主戸田采女正氏庸は藩
士の子弟を教育するため天保11
年（1840）、辰之口門外に学問
所を創設し、のちに致道館、さらに
敬教堂と改称した。第10代氏彬
のとき規模を拡大し多くの学者・
文人を生んだ。

大垣藩校敬教堂跡（東外側町2）

中世には大井荘と呼ばれ東大寺領
であったため東大寺の鎮守を勧請
して建てられた。また、戸田左門
氏鉄が八幡神社を再建整備した
おりに、城下町の町民が喜び　
を造って曳いたのが、5月に行われる
ユネスコ無形文化遺産大垣まつり
の　の起源だと言われている。

クインテッサホテル大垣
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岐阜町道標→掘抜井戸発
祥の地→大垣城東総門跡
→御朱印地遮那院跡→美
濃路大垣宿脇本陣跡→大
垣城大手門跡→本町道標
→美濃路大垣宿問屋場跡
→美濃路大垣宿本陣跡→
飯沼慾斎邸跡→俵町薬木
広場→大垣城西総門跡→
船町道標→住吉燈台→奥
の細道むすびの地記念館
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11

あづまや旅館

6

市内の観光地をまごころ込めて無料で
ご案内します。
（旅行会社は1,000円頂きます）
お申し込みは大垣観光協会へそうぞ。
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美濃路

ミニ奥の細道
（水門川遊歩道「四季の路」）

ミニ奥の細道の句碑
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